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全産業活動指数（2019 年８月）  

 ～製造業が足を引っ張る形で、前月比横ばい。足踏み状態が続く～ 
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○ ８月は前月比 0.0％と横ばいの結果 

８月の全産業活動指数は、前月比 0.0％（コンセンサス：＋0.1％、レンジ：▲0.3％～＋0.1％）と

ほぼコンセンサス通りの結果となった。鉱工業生産指数と建設業活動指数の下落を、第３次産業活動

指数の上昇が補う形で前月比横ばいとなった。全産業活動指数は依然高い水準を維持しているが、均

してみれば足踏み状態が続いている。 

８月の鉱工業生産指数は前月比▲1.2％となり、７月の上昇分（同＋1.3％）を相殺する形となった。

今回の低下をうけて、経済産業省は基調判断を「生産は一進一退」から「生産はこのところ弱含み」

に下方修正している。内訳をみると、鉄鋼・非鉄金属工業（前月比▲4.7％）や生産用機械（同▲

2.6％）など幅広い業種が低下した。世界景気の減速を背景として、輸出の弱さが継続していることな

どが影響している。同時に公表された９月の製造工業生産予測調査によると、９月は前月比＋1.9％、

上振れバイアスを考慮した経済産業省の試算値では、９月は同＋0.3％に留まっている。これを踏まえ

ると、鉱工業生産指数は、９月は小幅の上昇が見込まれるものの、弱い動きが続くとみられる。 

８月の第３次産業活動指数は前月比＋0.4％と２ヶ月連続の上昇となった。内訳をみると、小売業

（前月比＋4.0％、寄与度＋0.38％ｐｔ）や電気・ガス・水道業（同＋6.5％、同＋0.16％ｐｔ）など

がプラスに寄与した。天候不順で７月に下落したことの反動や消費増税前の駆け込み消費が影響して

いるとみられ、業種分類別では機械器具小売業（前月比＋15.4％）や織物・衣類・身の回り品小売業

（同＋8.9％）、電気業（同＋8.6％）などが大幅に上昇した。９月についても消費増税前の駆け込み

消費の影響が予想されることから、小売業が第３次産業活動指数を押し上げるとみられる。 

（単位：％）

全産業活動指数

前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比
18 8 0.3 1.1 0.5 1.4 -0.2 0.6 0.0 -2.6

9 -0.8 -1.0 -0.9 -0.5 -0.1 -2.6 -0.6 -2.7
10 1.4 2.7 1.4 2.8 2.0 4.2 -1.2 -3.7
11 -0.3 1.5 -0.1 1.6 -1.0 2.6 0.2 -3.1
12 -0.1 -0.1 -0.1 0.6 0.1 -1.1 -1.5 -5.6

19 1 0.0 1.0 0.6 1.6 -2.5 0.7 1.7 -3.8
2 -0.2 0.3 -0.6 0.9 0.7 -1.1 1.5 -2.0
3 -0.4 -0.5 -0.4 0.7 -0.6 -4.3 -0.2 -1.4
4 0.8 0.8 0.8 1.3 0.6 -1.1 1.2 -0.8
5 0.4 0.1 -0.1 0.6 2.1 -2.1 1.5 1.0
6 -0.7 -0.4 -0.1 0.5 -3.4 -3.8 -0.6 1.4
7 0.2 1.3 0.1 1.5 1.3 0.7 -1.3 0.8
8 0.0 -0.5 0.4 0.6 -1.2 -4.7 -0.6 0.1

（出所）経済産業省「全産業活動指数」
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○ 製造業の停滞により、全産業活動指数は足踏みが続く 

８月の全産業活動指数は、鉱工業生産指数と建設業活動指数の下落した一方、第３次産業活動指数

が上昇したことで、前月比横ばいの結果となった。弱い動きの続いている鉱工業生産指数を第３次産

業活動指数が支える形で、全産業活動指数は高い水準を維持している。９月には、８月にもみられた

消費増税前の駆け込み消費が第３次産業活動指数を押し上げることになるだろう。消費増税後につい

ては、各種対策が消費を下支えするとみられているが、消費マインドの悪化継続や賃金の上昇ペース

が鈍化していることなど、悪材料もある。鉱工業生産指数については、依然として世界景気の先行き

不透明感が継続しているなど、上向くことは見込みにくい。引き続き製造業が足を引っ張る形で、全

産業活動指数は足踏み状態が続くだろう。 
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（出所）経済産業省「全産業活動指数」
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（出所）経済産業省「全産業活動指数」

92

94

96

98

100

102

104

106

108

13 14 15 16 17 18 19

2010年＝100 鉱工業生産指数（季節調整値）

（出所）経済産業省「全産業活動指数」


